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ソーク研究所 (The Salk Institute for Biological 
Study)は， メキシコとの国境の街， サンディエゴにあ
るアメリカ合衆国の私立生物学研究所である。 1966年，
小児麻捧用ワクチンを作った J.E. Salkにより設立さ
れ，現在400人余りの人達が働いている。研究者 (Ph. 
D と M.D.)は4人のノーベノレ賞受賞者を含めて約 
120人である。 18の研究単位，事務部門の他に，写真・
電機・工作・コンピューター室などの専門の分野があ
り，研究に必要なスライド，器具などを供給している。
研究所の運営資金は全て，個人・団体・国の基金に依存
している。資金提供者の氏名が壁に並んでいたり，見学
者を案内する専門の人がいたり，研究所マーク入りのT
シャツ，などを売っていたり，いかにもアメリカ的とい
う感じを与える。研究内容は広く生物学全体におよんで
おり，生命の起源の研究から，言語および哲学まで含ん
でいる。現在の研究内容を大きくわけると， Neurosci-
ences，Cancer，Cellular and Molecular biologyの3
つの分野になる。 
(1) Neurosciences 
一連の視床下部からの releasingfactor (TRF，LRF， 
somatostatin)の分離，同定の研究で有名な R.Guille-
minは，現在も大きなグループをひきいて活発な研究を
続けている。彼が350万頭以上のヒツジの視床下部を用
い releasingfactorsの同定に成功した話は有名である
が，この残りから endorphinesも分離，構造決定がなさ
れている。今なお，研究所の一室には，凍結された視床
下部があり，新しい脳活性物質の出現を待っている。現
在は， releasing factorの生合成，前駆体の研究， growth 
hornione releasing factor，その他の新しい peptidesの
抽出，同定が進められている。 
Peptide Biology Labの奇N.Vale，J. Spiess，Jand 
C. Rivierたちは，一昨年夏 corticotropinreleasing 
factorの同定，構造決定を発表したが， この成功には， 
10年の月日と50万頭以上のヒツジの視床下部が費やされ
ている。 
Washington U niversityの Anatomyの Chairman
から招かれて， Developmental Neurobiology Labを運
営している W.M. Cowanは30人を越すグループをひ
きいて，主に形態学面から中枢神経系の発達，それの欠
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損について研究を進てめいる。
アルコーノレ中毒はアメリカでは大きな社会問題となっ
ているが， F. Bloomは， Behavioral N eurobiologyのリ
ーダーとして，特に臨床と密接に関係のあるアルコーJレ
中毒， antidepressants， リチウムの研究を続ける一方， 
CRFの生理作用を Peptidegroup と共同研究してい
る。 
(2) Cancer 
細胞増殖に興‘味を持っている R.Holleyは最近は， 
growth . inhibitor の研究に集中している。 kidney の 
epithelical cell由来のこの factorは非常に低濃度で cell 
growth を抑制し， human mammary carcinoma の 
growth も抑制し臨床的にも応用される可能性を充分持
っているという。彼によると，正常細胞の増殖は，細胞
膜上の receptorに growthfactorが結びつくと，細胞
内の酵素活性が上昇し，それが一定以上になると，細胞
分裂が起こる。 growthfactor と結び、ついた receptor
は壊わされ， ゆっくりと修復されるため receptorの数
は制限され，従って細胞分裂も controlされている。 
Molecular Biology and Virology Labのグループは 
cancerを virusによって引き起し，正常細胞がどのよ
うにして cancer細胞になるかを研究している。彼らは，
非常な高感度の技術を用いて，次のことを明らかにして
いる。 virusの感染によって， ほんのわずかの遺伝子の
変化が細胞におこり，その結果，酵素活性が上昇し，細
胞ははてしなく分裂し続ける。つまり cancercellにな
るというのである。 
R. Dulbeccoは breastcancerに興味を持っており，
若い時に妊娠した女性に breastcancerになる率が低い
ことなどの臨床結果から出発し， mammary glandには
いくつかの typeの細胞があり，それをしらべることに
よって，前ガン状態を知ることが出来ると信じている。
そのため彼は monoclonalantibiodiesを probeとして
利用して，正常 gland細胞とガン gland細胞でのそれ
ぞれの typeの細胞の違いをしらべている。 
(3) Cellular and Molecular Biology 
DNAモデノレで有名な F.Crickは現在は， dendritic 
spineおよび視覚系の問題を理論的に研究しているが，
彼の友人L.Orgelは生物進化に興味をもっている。核
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酸が非酵素的にどのように合成されるかが問題である
が，現在は，あらかじめ形成された polynucleotidesが 
templatesとして oligonucleotidesの活性化を非酵素的
に引きおこすということに焦点を合わしている。 
gene expressionの regulationを研究している Regu-
latory Biology Labでは，E. Coh:の regulatorypro・ 
tein，glucocorticoids による geneexpression regulation 
への影響， thyroid hormone receptorの研究をすすめ
ている。 
myasthenia gravis (MG)は acetylcholine receptor 
に対する autoimmuneresponseの結果であることを初
めて実験的に明らかにした J. Lindstromは， MGの診
断治療をめざして monoclonalantibodiesを probeとし
て研究を進めている。 acetylcholine receptorは4つの
，めからなっているが，それの生合r，s，(α subunits 
成， どの subunitが MGの autoimmuneresponseに
関係があるかが彼の主題になっている。
私の属する MolecularNeurobiology Lab.は，他の研
究室と違って， 6人の独立した研究者と，それぞれ 1-
2人の postdoctorおよび 1-2人の技術員からなって
いる。 D.Schubertは，最近は adheron(細胞のり)の
研究を進めており，彼によると，個々の細胞はそれぞれ
個有ののりを分泌しており，その特殊性により同一細胞
集団，特定の細胞どうしの連結ができるというのであ
る。すでに京都大学の沼教授などによって acetylcholine 
receptorの α，s，o subunitの構造が明らかにされたが 
J. Patrick と S. Heineman は r-subunitの構造を 
cDNAの cloning法によってまもなく明らかにする。
他に J.H. steinbachは acetylcholinereceptorを電気
生理学的に， W. Stallcupは monoclonalanbibodiesを
用いて， neuroneを識別している。研究所で唯一の日本
人，城所博士は， イオンチャンネ/レの生理学を専門に
しており， clonal cellのイオンチャンネルの発達， クロ
ロマフィン細胞の活動電位とホJレモン分泌の関係をしら
べている。さらに彼は， synaptogenesis (シナップスの発
達)にも，手を広げており，私は，その一部として神経
による receptor局在化の現象をカエノレの骨格筋と脊髄
の培養系を用いてしらべている。私達の興味は，神経筋
接合部に receptorが発達過程で局在してくる現象を分
子レベルで明らかにすることであり， receptor分子を蛍
光色素で染めて，色素の分布の変化をn寺間を追ってしら
べている。これまで蛍光顕微鏡による写真はプリーチに
より，せいぜい 1回p または 2回位しか取れなかったの
であるが， Image intensifierを用いることにより，何十
回も観察出来るようになった。神経務接合部での syna-
pse結合の分子機序が明らかになれば，もっと複雑な中
枢での synaps巴の発達機序を知る突破口になると考え
ている。
最後に私の米国の研究についての印象を簡単に述べる
と，まず研究の層が大変厚いことである。例えば，神経
科学の年会には2000人以上の研究者が集まり，会は約 1
週間続く。そして神経科学に関するあらゆるテーマが発
表され，また一つのテーマで、も，沢山の研究者がひしめ
きあっている。自分の仕事が関与する余地を見つけるの
に苦労する程である。第2は日本と比較して，若い人が
第一線で活躍していることである。論文を読んでさぞか
し年記の人であろうと想像しているとたいてい， 30代
の若さである。米国人の価値感であろうが，物量的なも
のに評価を与えるので，研究もそれにもれず，とにかく
量で勝負という印象である。短期間の聞に成果を発表し
なければ，次の予算にひびいてくるので，とにかく結果 
(positiveな結果)が出てくるような研究にはしりがち
である。しかし，重要な研究および技術発達が日本およ
びヨーロッパなどでやられているので，研究者の中に
は，反省の声も上っている。
失業率は常に10%を越え，街にはクズ箱をあさる人の
姿も見うけられ， r戦争前夜」の声も出初めているがp 
San Diegoの人達は，南カリフオノレニアの暖かい天候の
せいか，海岸でのサーフィンとヨット，山，砂漠でのキ
ャンプなど，それぞれの生活を楽しんでいるように見え
る。
建築学上，新時代を切りひらいたとされているカーン
設計による研究所のむこうの太平洋にオレンジ色のたそ
がれを残して，太陽が沈む。また一日が終った。私の滞
米日数もあと208日となった。
